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医療・福祉・食品・健康 

実践で利用可能な食事療法における科学的根拠の構築 

研究 

概要 
実践で利用可能な食事療法における科学的根拠を構築する。 

 

 食環境科学部 健康栄養学科 

角田 伸代 教授 Nobuyo Tsunoda 

研究キーワード：魚油 インクレチン 糖尿病 脂質異常症 脊髄損傷 

URL： http://researchmap.jp/60337483 
 

研究シーズの内容 

生活習慣病の発症に食事の寄与は大きく、生活習慣病予防・治療に食事療法は重要な位置を

占めます。そのため、生活習慣病を予防・改善する食事、食品、環境などについての研究は数多く

行われています。しかし、病院や特定検診に来る患者さんの身体状況や病態、食生活状況は千差

万別で、画一的な科学的根拠のみでは食生活改善アドバイスに困る場面が多々あります。そこで、

本研究室では、病院や特定検診など実践の場で利用可能な食事療法における科学的根拠を構築

するための研究を行っています。 

 

１）インクレチン分泌調節を通した糖尿病食事療法の構築  

食事をすると、小腸からインクレチンというホルモンが分泌され、インスリン分泌を促進します。特に魚

食では、この作用の強いことが報告されています。魚によるインクレチン分泌促進作用機序の解明

と、魚食を取り入れた糖尿病食事療法について研究しています。 

 

２）脊髄損傷者の栄養管理 

脊髄損傷者には車椅子利用者が多く、生活習慣病患者も健常

者より多いことが知られています。生活習慣病と食生活・身体活

動は密接に関連しているにもかかわらず、脊髄損傷者の食生活・

身体活動についてはほとんどわかっていません。この点について

調査検討し、脊髄損傷者の食生活ガイドライン作成につなげたい

と思っています。 

活用例・産業界へのアピールポイント 

・新規あるいは既存食品・料理の患者を対象とした臨床研究 

・科学的根拠に基づいた臨床の場で利用可能な食品の開発・利用法の検討 

・脊髄損傷者のように車椅子生活を余儀なくされている人々のための健康管理器具の開発・利用法

の検討 

・実践の場で利用できるエビデンス集の作成 

 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 
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在宅高齢者における亜鉛添加による大豆味噌の骨量への影響 

研究 

概要 
在宅高齢者への亜鉛添加味噌の利用による献立開発 

 

 

食環境科学部 健康栄養学科 

澤田 孝子 教授 Takako Sawada 

研究キーワード：亜鉛添加 高齢者 在宅食 

URL： http://researchmap.jp/g0000213003 
 

研究シーズの内容 
日本における高齢化率は 22.7％に達している。それにともない国民医療費の増大、要介護者の増加による

介護の役割を担う家族の負担や介護保険制度の崩壊など、深刻な社会問題となると予測される（図１厚生

労働省による介護保険事業状況報告年報）。要介護認定者 465 万人のうち約 60％にあたる 281 万人が居

宅介護で、自分が介護が必要になった場合、「家族

に依存せずに生活できるような介護サービスがあれ

ば自宅で介護を受けたい」が最も多く46％であった。 

日常的に摂取が期待できる大豆製品、特に味噌に

注目し、大豆製品でも発酵食品に亜鉛吸収効果に

よる亜鉛栄養改善の可能性が指摘されている（J 

Brewing Society of Japan 2011,106(12):12-15）

ことを踏まえ亜鉛添加味噌の介入研究を計画した。

他の主な大豆発酵製品としての納豆のその嗜好性

や献立との相性を考慮すると、毎日無理なく摂食で

きる味噌汁の味噌に亜鉛を添加することがより効果

的であると推測される。また、塩分摂取との兼ね合

いも考え、その味噌を使ってのいろいろな料理への

応用が大いに期待される。 

 厚生労働省においては、２０２５年（平成３７年）

を目途に、高齢者の尊厳の保持と自立生活の支

援の目的のもとで、可能な限り住み慣れた地域

で、自分らしい暮らしを人生の最期まで続けるこ

とができるよう、地域の包括的な支援・サービス

提供体制（図 2 地域包括ケアシステム）の構

築を推進している。そのことを踏まえ、要介護高

齢者亜鉛強化による潜在性亜鉛欠乏の改善を

することで、脳の活性化、生活のリズム、生体機

能の向上を図り、食欲の増進、生きる意欲、コミ

ュニケーションの回復、さらには社会参加への意

欲へとつながっていくことが期待される。 

活用例・産業界へのアピールポイント 

毎日無理なく摂食できる味噌汁の味噌に亜鉛を添加し、その味噌を使ってのいろいろな料理への応

用と在宅ソフト食の開発。 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

本研究は、盛岡大学との共同で進められている。 
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資料：厚生労働省 


